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お知らせ  
平成 30 年 2 月 9 日 

今年の冬も たくさん やって来ました！ 
“水鳥”をキーワードに 

『地域の未来』について語り合います。 
 

＝ 斐伊川水系生態系ネットワーク協議会＝ 
「生息環境づくり部会」「地域づくり部会」合同部会開催 

斐伊川水系は、ラムサール条約登録湿地の宍道湖・中海に代表される、豊かな自然環境

を有しており、冬の渡り鳥をはじめとして、四季折々に多くの鳥たちが生息する地域です。  
この、豊かな自然環境を『守り』『育て』『未来へ繋ぐ』ことにより、地域の隠れた魅

力を再発見し地域振興が図られることを期待し、平成 27 年に『斐伊川水系生態系ネット

ワーク協議会 ※１』（以下、協議会）を設立しました。 
この協議会では、国内に生息する希少な大型水鳥類（①ハクチョウ類②ガン類③ツル類

④コウノトリ⑤トキ）を「シンボル」として、これら全てが安定的に生息可能となる潜在

性を持つ国内唯一の地域であることを活かし、さまざまな活動を進めています。 
この度、同協議会の専門部会である「生息環境づくり部会」、「地域づくり部会」の合

同部会を以下のとおり開催します。 
会合では大型水鳥類が“安心して暮らせる地域づくり”と、それを活かした“地域活性

化”について語り合います。 
また、コウノトリとの共生の先進地における取り組みについて、 西村いつき氏 から、

ご講演をいただきます。 
  
※１ 正式名称：斐伊川水系生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会 
 

【開催概要】 

  ◆と き ：平成３０年２月１５日（木）９：３０～１２：００（受付開始 9：00） 
  ◆ところ ：島根県庁 ６F 講堂 
  ◆内 容 ：別紙１「議事次第（案）」参照 
 
【特別講演】 

（演題）コウノトリと共生する農業への挑戦～コウノトリが教えてくれたもの～ 
（講師）兵庫県農政環境部農業改良課 参事 

兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科客員准教授 西村いつき氏   
  
＜問い合わせ先＞  
斐伊川水系生態系ネットワーク協議会 事務局 

  ■国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所   
技術副所長    西尾
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（担当）計 画 課 長   小谷
こ た に

 哲也
て つ や

 

                             ０８５３－２０－１７６１（直通） 

 



斐伊川水系 生態系ネットワークによる 
大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会 

第４回 生息環境づくり部会 
第３回 地域づくり部会 

 

議 事 次 第 

 
日 時：平成 30 年 2 月 15 日（木） 

9:30～12:00 
                         会 場：島根県庁６F 講堂    

 
１．開 会 

２．あいさつ 

３．議事 
（１）特別講演「コウノトリと共生する農業への挑戦 
            ～コウノトリが教えてくれたもの～」 
                     講師 西村いつき氏 
（２）指標大型水鳥類に関する最近の動向について（報告） 
（３）各委員からの活動報告 

４．その他（部会の再編について） 

５．閉会 



〔講師〕 
兵庫県農政環境部農業改良課 参事 
兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科客員准教授  
 

西村いつき氏 

主 催 斐伊川水系 生態系ネットワークによる 
      大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会 
日 時 平成30年2月15日 9：40～10：40 
会 場 島根県庁 ６F 講堂 
参加費 無料 

特別講演会 
 

コウノトリと共生する農業への挑戦 
～コウノトリが教えてくれたもの～ 

慣行農法米に比べ高値で売買されている「コウノトリ育むお米」 

問い合わせ先 
 

協議会事務局 
国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 計画課 
〒693-0023 島根県出雲市塩冶有原町5-1  
TEL：0853-20-1761（直通）/FAX：0853-21-2878 

 美味しいお米と多様な生きものを育み、 
コウノトリも住める豊かな文化、地域、環境 
づくりに貢献する「コウノトリ育む農法」。 
西村氏は、兵庫県の普及指導員の立場から、 
同農法の確立とともに、農家に対する普及、 
支援策を立案し、粘り強く実践してきました。 
 本講演では、西村氏から、決して平坦では 
なかったこれまでの道のりや、試行錯誤の中 
で生まれた気づきを交えながら、地域の実情 
を踏まえた、生きものと共生する農法の確立・ 
普及の進め方についてお話しいただきます。 
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